








上 ems 
hignu tw 了 
Ei sm に ー Gi 
に 間 







1 人 P 
Fm 


上 MSN 


回 










1 Fa ar 
= ー1 に 








」 Ja 


RG AHaz el 





BE 











2015 (平成 27) 年 春 に は … 

@ 北陸 新幹線 長野 て 金沢 間 の 開業 

@ 同時 に 、 並 行 在 来 線 と し て 信越 本 線 (長野 直江津) が JR 東日本 か ら 、 
北陸 本 線 (直江 津 て 金沢 ) が JR 西日本 か ら 経 営 分 離 

@ 長岡 と 上 越 地域 ・ 北 陸 方 面 を 結ぶ 優等 列車 等 が 廃止 され て し まう の で は ? 

@ 沿線 地域 の 利便 性 が 低下 し て し まう の で は ? 


佐渡 島 



















皮 存 の 優等 列車 等 の 維持 や 鉄道 高速 化 は 、 
県 土 の 広い 新潟 県 に と っ て 必要 不可 欠 





了 
0 短期 的 に は 、 既 存 の 優等 列車 等 の 維持 ・ 継 続 0 レノ 
の 中 ・ 長 期 的 に は 、 新 幹線 ・ 在 来 線 直通 運転 化 の 実現 
⑥ そ の た め の 地 域 活性 化 策 の 推進 時 
(H22. 3 信越 本 線 直行 特急 の あ 2 方 欄 討 委 員 会 検討 結果 より ) に 、 
it 








3 ーー 開業 が 予定 きれ て いる 北陽 新幹線 の 間 に 
ie ^ ある 信 直 本 線 (長岡 上 直 炒 高 83.4km) 及び 北 際 本 線 (直江 津 一 系 負 
が 川 388km) に つい て は 、 こ れ ま で も ほくほく 線 の 開業 等 に より 、 優 等 列車 


の 運行 本 数 が 大 幅 に 減少 し て きま し た 。 

北陸 新幹線 長野 一 金沢 間 の 開業 に よっ て 、 更 な る 大 き な 変 化 が 懸念 
され ます が 、 上 越 ・ 北 陸 両 新幹線 と 短 時 間 で 接続 し 、 今 より も 利便 性 が 向 
上 する よう 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 


圏 信越 本 線 長岡 上 越 問 に お ける 優等 列車 (特急 ) 等 の 変遷 
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北越 (新潟 一 金沢 ) 5 
みのり (新潟 一 長野 ) 2 
ほくほく 線 特急 1 往復 | は く た か (越後 湯沢 金沢 等 ) 10 
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特急 7 往復 





ほくほく 線 開 業 後 
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2015 (平成 27) 年 春の 北陸 新幹線 長野 一 金沢 問 の 開業 に より 、 新 潟 一 北陸 地域 問 の 直通 列車 の 廃止 
等 が 懸念 され ます 。 そ こ で 、 県 で は 各地 域 問 の 未 達 性 の 維持 ・ 向 上 に 向け 、 こ れ ま で の 高速 化 釜 調 在 結 
果 を も と に 基本 的 な 方 向 性 を 検討 する た め 、 平 成 21 年 度 に [信越 本 線 直行 特急 の あり 方 検討 委員 会 ] を 
設置 し 、 平 成 22 年 3 月 に 検討 結果 が 報告 され まし た 。 














園 栓 討 結果 
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e 巡 存 の 優等 列車 等 の 維持 ・ 継 続 は 、 県 土 の 広い 新潟 県 に と っ て 必要 不可 欠 な も の 
| e 優等 列車 等 の 維持 ・ 継 続 は 、 広 域 交通 の 観点 か ら 必要 な 措置 や 対策 等 を 検討 すべ き 
e 北陸 新幹線 金沢 開業 後 の 運行 区 間 や 接続 駅 に つい て は 、 地 元 の コン セン サス を 得 な が ら 検 討 すべ き 
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e 新幹線 ・ 在 来 線 直通 運転 化 は 、 フ リー ゲー ジ ト レイ ン 方 式 が 相対 的 に 優位 で ある 
フリ ー ゲ ー ジ トレ イン は 技術 開発 中 で あり 、 引 き 続き 調査 検討 を 行う べき 
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@ 新 土 線 ・ 在 来 線 直 通運 転化 は 、 目 的 で は な く 地 域 活性 化 の た め の 手 段 で ある 
@ 県 内 の 信越 本 線 ・ 北 陸 本 線 の 利用 者 を 増加 させ る と と も に 、 こ れ ら 沿線 地域 に 人 を 呼び 込む と いっ た 
活性 化 の 視点 も 必要 で ある 




















※| 信越 本 線 直 行 特急 の あり 方 検討 委員 会 ] の 詳細 は 、 下 記 新 潟 県 ホー ムペ ー ジ か ら ご 覧 いた だ け ま す 。 
http//www.pretniigata.lg.jp/koutsuseisaku/1266789627316.html 


コー ラ - ム 
上 越 ・ 北 陸 新幹線 直行 特急 実現 期 成 同盟 会 


当 同盟 会 の 前 身 で ある 上 越 新幹線 直行 特急 早期 実現 其 成 同盟 会 は 、 
昭和 62 年 、 上 越 ・ 北 陸 両 新幹線 問 へ の 新幹線 直行 特急 (ミニ 新幹線 ) の 
導入 を 目的 と し て 設立 され まし た 。 

これ まで 、 新 幹線 直行 特急 の 実現 に 向け 、 調 査 研究 や 関係 機関 に 対す 
る 要望 活動 を 始め 、 地 域 住民 へ の PR な どの 活動 を 展開 し て きま し た 。 

そし て 、 北 陸 新 幹線 長野 金沢 間 の 開業 を 迎え る に あたり 、 既 存 の 優 
等 列車 の 維持 ・ 存 続 に よる 信越 本 線 の 利便 性 の 維持 ・ 向 上 、 新 幹線 ・ 在 来 
線 直通 運転 化 の 実現 、 日 本 海 縦 抽 高速 鉄道 交通 体系 の 整備 、 地 域 の 活性 
化 に 向け て 、 新 潟 県 を 中 心 に 沿線 地域 が 一 丸 と な っ て 一 居 の 取組 を 進め 
る 必要 が ある こと か ら 、 新 潟 市 を 始め と する 信越 本 線 、 上 越 新幹線 沿線 の 
6 市 、 各 市 の 議会 、 商 工 団体 の 加盟 を 得 て 、 平 成 25 年 1 月 、 上 越 ・ 北 陸 新 幹 SN 
線 直行 特急 実現 其 成 同盟 会 と し て 新た な 一 歩 を 踏み 出し まし た 。 妥 亡 活動 の 様子 
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@ 師 土 の 均 区 あ る 発展 や 沿線 地域 の 活性 化 の た め に 、 信 越 本 線 ・ 北 陸 本 線 の 
称 快速 な どの 優等 列車 等 の 維持 * 継 続 は 喫 叱 の 最 重 要 課 題 で す 。 

@ 今後 の 方 向 性 と し て 、 優 等 列車 の 維持 継続 に 対す る 県 、 沿 線 自治 体 、 経 済 界 、 
商工 団体 な ど 官民 一 体 と な っ た 全 県 的 な 推進 活動 や 鉄道 の 利用 
促進 の 取組 が 不可 欠 で す 。 
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1 何 の た め に 、 鉄 道 の 利 用 促進 を し な けれ ば な ら な い の ? 


受 は 車 を 運転 で きる と いう 人 が 、 高 齢 に な っ て 「 鉄道 を 利用 し た い 」 と いう 
と き に 、 不 便 に な っ て いた り 廃 止 さ れ て いた り と いう こと も 。 現 在 の 特急 列 
是 等 を 維持 ・ 継 続 し て いく た め に も 、 あ る い は 地球 温暖 化 と いっ た 観点 か 
ら も 、 普 段 か ら 鉄道 の 利用 を 心掛け た いも の で す 。 





利用 し た く て も 鉄道 の 本 数 が 少な く 不 便 な の で 、 も っ と 増やし て ほし い 。 
便利 に な れ ば 乗る 人 も 増え る は ず 。 


列車 連行 に は それ な り の 経 費 が か か る こと か ら 、 需 要 を 見 極め た 上 で 運 
行 本 数 が 決定 され て いま す 。 利 用 する こと が 、「 不 便 だ か ら 乗ら な い 、 乗 ら 
の 
法 で す 。 





俊 等 列車 や 新幹線 ・ 在 来 線 直 通運 転化 の 話 は 、 長 岡 一 上 越 ・ 糸 魚 川間 の 
俗 線 地 域 だ け の 間 題 で 、 新 潟 市 や 下越 地域 は 関係 な か い の で は ? 


- 新潟 か ら 北 陸 方 面 に 向かう 列車 に は 、 現 在 、 特 急 「 北 越 」(5 往 復 ノ 日 ) が 
あり ます 。 こ れ が 廃止 され れ ば 、 北 陸 方 面 へ の 移動 が 著しく 不便 に な る の 
は 、 新 潟 市 を 中 心 と し た 下越 地域 で す 。 








中 ・ 長 期 的 な 取組 





新星 線 * 在 米 線 直通 層 転化 は 、 将 米 の 日 本 海 州 貫 高速 鉄道 交通 体系 と し て 、 新 潟 県 を は じ め 日 本 海 沿 
六 地 域 の 拠点 性 の 向上 に 資す る こと か ら 、 中 * 長 期 的 な 課題 と し て 事業 化 に 向け た 取組 が 必要 で す 。 


| 倫 新 音 線 直通 運転 化 等 調査 に つい て 


新 時 線 ・ 在 来 線 の 直通 運転 化 等 は 、 地域 問 交流 を 飛躍 的 に 朱 大 し 、 沿 線 地域 を 活性 化 きせ る [ 新 電 
線 効 洲 」 を より 広域 に 及ぼ す も の で ある こと か ら 、 新 潟 県 で は 平成 15 年 度 か ら 平 成 20 年 度 に か け て 整備 
手法 な ど に 関す る 調査 を 行っ て きま し た 。 工 査 結 米 に つい て 、 以 下 の と お り 表 に まとめ まし た 。 


還 調 査 結 果 





新幹線 化 「 ン 人 
| 包 呈 ]| 』 PL | 占 高速 化 改 良 


ーーーー][ 
(新潟 一 金沢 ) 


資 用 対 効果 注 3) 
(B/C) 〔50 年 計 ] 





に 3『 呈 。 消費 税 を 隙 い た 額 。2005 年 価格 。 

注 3 * 示 可 備 の 場合 (現状 ) の 所 要 時 間 は 、 茶 魚 川 生 で 現行 の 「 北崎 」、 乗 換 林 準 時 間 B 巡 、 金 沢 和 まで 北 際 新 幹 規 定時 間 に (よる, 
*・ ミニ 新幹線 、 フ リー ゲー ジ ト レイ ン の 所 要 時 間 は 、 い ずれ も 単 珠 運 行 ( 分 割 、 併 合 な し ) の 場合 と 

* 在 来 醒 高 連 化 の 所 要 時 間 は 、 紗 釣 川 ま で 在 来 匠 利 用 、 生 換 燥 準 時 間 8 婦 、 欧 沢 まで 北陸 新 電線 4 定時 間 に よ る 。 

* 現行 時 間 は 、20083 時 亡 表 に よる る , 

*・ 斬 用 対 効 果 に お け 洛 便益 及び 建設 投資 袖 は 50 年 の 事業 期間 を 想定 し 現在 価 慎 に 換算 し た 慎 。 


注 3」 
・ 評価 手法 に 関し て は 「 鉄 道 プ ロジ ェクト の 評価 手法 マニ ュ ア ル 32005」( 国 土 変 通 省 銚 道 局 監修 、 仙 運輸 政策 研究 機構 発行 ) に 基づい て いる 。 


・ 資 用 対 効果 は 、 事 業 投資 額 に 対し て 生じ る 便益 ( 主 に 利用 者 便益 で ある 時 間 短 縮 効 果 ) を 比率 で 示し た も の で あり 、1.0 を 越え る こと が 
事業 実施 の 目安 と な り ま す 。 

・ 費用 対 効果 と 営業 収支 (いわ ゆる 赤字 、 黒 宇 ) は 直接 的 に 関係 し ませ ん 。 

・ 平成 23 年 10 月 の 国土 交通 省 軌 間 可変 技術 評価 委員 会 で は 、 フ リー ゲー ジ ト レイ ン 化 に あたり ロン グレ ー ル 化 や 分 岐 器 の 改良 等 に よっ 
て 技術 的 に 実用 可能 と 報告 され て お り ま す が 、 上 記 調 査 に お いて は 考慮 され て お り ま せん (別途 費用 が か か る )。 











長 病 の 新幹線 ホー ム 
長岡 駅 新野 線 ホ ー ム 11 番 線 (下り 新潟 方 面 ) の 反対 側 に は 、 
将来 的 に ホー ム と し て 利用 可能 な 空間 が あり ます 。 将来 の 「 羽 
越 親 時 線 」 (青森 一 富山 ) を 見 込ん だ も の と も 言わ れ て いま す 。 
な お 、 上 記 の 新幹線 直通 運転 化 等 調査 で は 、 こ の 空間 を 
ホー ム と し て 活用 する こと と し て お り ま す 。 





| 位 参 考 : 新 幹線 直 


新 遇 線 直通 運転 化 と は 、 乗 換え な し で 新幹線 と 在 来 引 が 相互 に 乗り 人 人 れ を 行う こと で す 。 

『 在 米 線 は 軌間 ーー 新 ds 
| た め 、 そ の まま で は 相 琶 に 乗り 入れ る こと は で きま せん 。 
※ 線 路 の 間隔 ョ mm こと : 


宇 語 証 二 呈 呈 評 呈 二 王 事 ーーー ニー ニニ ーーー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ーーー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ーー デー 














ENEUNUNNNNNNNNNNNNNNUOLULULLLULLIT 


車 輸 の 幅 の 次 わる 列 串 に 

より 相互 乗り 人 れ 可 能 に 
: し た も の が フリ ー ゲ ー ジ ト 
# レイ ン で す 。 


フリ ー ゲ ー ジ トレ イン 


隊 明 潜 可 党 










改 沼 に は 標準 軌 化 と 3 線 | 
ー、 軌 化 の 2 種類 が あり ます 。 


| 1] トコ 」 


ーーー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニニ ーー デー ニー ニー ニー ニー デー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー デー ニー デー 


在 来 線 の レー ル 幅 を 新幹線 


> の 帆 に し 、 相 五 乗り 人 れ 可 能 
に 3 線 軌 化 に し た も の が ミニ 新 で う o 


画 フリ ー ゲ ー ジ トレ イン と ミニ 新幹線 の 比較 3 「 


EE 
" 130kmh 7( 和 、 275~300km/h (新幹線 
・ 軌 間 変 換装 置 が 必要  ・ 直 接 乗 り 入れ を 行う 区 間 の 改 軌 
* 技術 的 な 課題 の 克服 が 必要 (標準 軌 化 ある い は 3 線 軌 化 ) が 必要 
山形 秋田 新 幹線 





人 転 (kc は アブ ロー チ ( 犬 C 面 と 新 線 (高架) を 結ぶ 人 区 間 ) が 必要 


地域 活性 化 の 推進 


曜 道 の 利用 促進 や 魅力 ある 地域 の きら な る 創出 に 向け て 、 和 観光 ・ 交 流 な ど 
各種 取組 に よる 地域 活性 化 、 県 内 外 と の 地域 問 に お ける 広域 連携 が 重要 で す 。 





ュー 
- ri ビー PT 四川 吊 -」 
EAI_ML 3 証 ] に 頂 に 」 | 川邊 
fi 画 ag 1 写 中 1 Pr 
IT ビュ ・ ae 画 ] 委 導 | 1 








国 重要 文化 財 高 代 橋 と 人 濃 川 (新潟 市 


みつ け イ ング リッ シュ ガー デン (見 還 市 ) 










禁 不 知 (人 川 5 


各部 通 較 転化 は 、 

里 道 の 利用 を 促進 する こと に よっ て 王 計 NN 
灯 的 に 実現 する 可能 性 が 開け ます 。 ビア パー ク と うり ん ほぼ Con 、。 2 
皆様 の ご 協力 と ご 理解 を よろ し く お 願 いし ます 。 半生 うう 
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